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○○人材はどこにいった？
• 30代後半から40代前半でコンピュータ・ネットワークに対する関わり方が変
わってきており、技術伝承が上手くできてないことでコンピュータ・ネットワー
クを発展させ運用できる人材が少なくなってきているのではないか

• 技術伝承できる環境も必要ではないか
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20代 30代 40代 50代 60代

コンピュータ・ネットワークのHW/SWの
仕組みをよく理解している

コンピュータ・ネットワークのHW/SWの
使い方をよく理解している
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○○人材はどこに必要なのか？
• 現場サイドと経営サイドでも視点は違うが同じベクトルで物事を考えてい
る人材はそれなりにおるはずなので、それらの人材が技術習得や体験をす
ることで新たな可能性が見えてくるのではないか
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現場サイド 経営サイド

インフラ技術を身につけるより、
クラウド利用技術をの方が

役に立ちそうだ！

人材不足であるし、長期的にみて
可用性とそれに対する責任考えると

外注した方がよさそうだ！

ビジネス開発したいけど、
長期的な視点から構成技術や
技術動向について知りたいし、
どの程度の技術的困難さがあるか

知りたいなぁ

サービス企画したいけど、
スモールスタートや利益の確保考えると

外注ありきではなく少しでも技術わかる者が
多い方がよいし、内製化も視野に入れると

練度を上げる遊び場も欲しいなぁ

このへん
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JON の人材育成基盤としての価値
• 参加組織が各組織の独自の考えや決まりごと有でリソースを持ちあってい
ることから、それらの考えや決まりごとを知ることで“リアル”な社会の仕組み
を知ることができる

• ○○○エンジニア層の者だけでなく、サービス企画やビジネス開発に従事
する者も参加していることから、”リアル”なビジネスの仕組みを知ることがで
きる

• 通信事業を本業としていない組織が多く参加しており、解決した課題に
バリエーションがあり、それを解決するということが、コンピュータ・ネットワーク
の技術要素の習得に留まらないことから、飽きがこず発展・継続できる可
能性がある
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期待すること
• 本業に集中（投資）するための最適な選択ができる知識・見識を身に
付けることができる環境であることが本取り組みの柱のひとつとして意識し
ての継続を期待したい

• 餅は餅屋であるように本業としている方々がいちばんよくわかっているわけ
であるので、餅屋同士で連携することで１＋１が２以上になれるような
関係構築からオールジャパンで皆が発展できる取り組みとなることを期待
したい
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